
美浜発電所２号機の化学体積制御系統の
空気抜き配管溶接部からの漏えいに係る原因と対策について
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【再生熱交換器の仕様】
型式：　３胴竪型Ｕ字管式
　　　　（３段で熱交換する熱交換器）
重量：　約１トン
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【凡例】

空気抜き配管を横から見た図
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点検（観察結果）

断面観察の結果（Ｂ-Ｂ’を１３５°方向から見た図）

内面の浸透探傷試験結果
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対　策

【第２０回定検（Ｈ１４）】

固有振動数
　２３．５Ｈｚ

バーハンドル重量
約０．３５ｋｇ

【現在（Ｈ２２）】

固有振動数
２２．０Ｈｚ

丸ハンドル重量
約２．５ｋｇ

点検・補修履歴の調査と振動計測結果

【第２２回定検（Ｈ１７）】
ハンドル取替え
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推定原因

共振が発生
↓

過大な応力が加わる

き裂が進展
↓

漏えいが発生

過大な応力の繰り返し
↓

疲労割れが発生
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充てんポンプ
　種　類：往復動ポンプ
　大きさ：縦約５ｍ（モータ含む）、横約２ｍ

　吐出量：約１４m
3
/h/台

　吐出圧力：通常時約１７MPａ
　最高使用圧力：約２１MPａ
　台数：３台（通常１台運転）
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１００％流量運転
（定検中の試運転および検査運転）

２１．８Ｈｚ
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第２２、２３、２４回定検時
（ポンプの試運転、検査運転中）

第２５回定検時
（ポンプの試運転、検査運転中）

プラント運転時
（ポンプ８０％流量運転）

約４．５ｃｍ

改良型管台にし
剛性を高める

バーハンドルに戻す

充てん配管

【工事前】 【工事後（予定）】
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